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2．大阪府における小児がんの実態と受療動向について 

 

本資料は、大阪府がん診療連携協議会小児・AYA部会のもと大阪府小児がん連携

ワーキンググループ（現在は大阪府小児がん連携施設連絡会）が作成、大阪府がん対

策推進委員会平成 25年度第 2回小児がん部会において、提供・報告した。  
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大阪府における 
 
小児がんの実態と受療動向について    

大阪府小児がん連携ワーキンググループ 

大阪府立成人病センターがん予防情報センター 



資料の構成 

【１】  第二期大阪府がん対策推進計画（小児がん対策）と実施体制について 

【２】  小児（１５歳未満）のがん種毎の実態把握と今後の方向性について 

【３】  ＡＹＡ世代（15歳～２９歳）のがん種毎の実態把握と今後の方向性について 

【４】  情報把握と相談支援の充実について 



【１】   

 

 第二期大阪府がん対策推進計画 

（小児がん対策）と実施体制について 



 （１）がん登録事業における 

   小児がん情報把握の充実 
 （２）がん拠点病院における 

   小児がん受療動向の把握 

 （３）ＡＹＡ世代の受療動向の 

   把握とがん医療水準の向上 

 （４）患者団体等、関係者との 

    意見交換の実施 

 【１】小児がんの実態把握の促進  

 【２】小児がん医療提供体制の推進 

 （１）小児がん医療水準の向上  （２）療養環境（アメニティ）の向上 

 （１）小児がん拠点病院及び都道府県拠点病院等における 

    情報提供の充実 

 （２）がん拠点病院における小児がん医療提供機能の公表と 

    相談支援機能の充実 

 【３】相談支援・情報提供の充実 

【１】－１ 第二期大阪府がん対策推進計画 ～小児がん対策の充実～ 



実態把握による現状評価と施策への展開（取組フレーム） 

第１フェーズ 第２フェーズ～ 

地域がん登録事業 

における 

情報の収集 

全数把握 

情報収集項目 

がん登録法への 

対応 

実態把握 

分析 

拠点病院の初診 

カバー率の算出 

ＡＹＡ世代 

罹患状況 

がん種毎の受療動向 

これまでの取組に対する定量評価 

疫学情報からの課題の掘り起こし 

課題解決に向けた今後の取組の方向性検討 

 【２】小児がん医療提供体制の現状把握  

 【３】情報提供・相談支援 

がん種毎の現状把握と今後の方向性の検討 

患者・家族、医療機関、府民への 

情報提供と活用の促進 

～利用しやすい、わかりやすい 

      情報提供のあり方の検討～ 

 【１】小児がんの実態把握の促進  

【１】－２ 



小児がん対策の実施体制 

・委員会、部会等における 

 審議結果等の提案、  

 情報提供 

【１】－３ 

が
ん
診
療
拠
点
病
院

部
会 緩

和
ケ
ア
推
進
部
会

小
児
が
ん
部
会

が
ん
登
録
等
部
会

患
者
支
援
検
討
部
会

肝
炎
肝
が
ん
対
策
部
会

が
ん
検
診
・診
療
部
会

大阪府がん対策推進委員会

事務局 ： 府健康づくり課

目 的 ： がん対策の推進に関する基本的かつ総合的な施策及び重要事項を審議

構 成 ： 医療関係者、学識経験者、患者団体など

大阪医大病院

（学会認定）

関医大病院

（学会認定）

近大病院

（学会認定）

北野病院

（学会認定）

大阪医療Ｃ

（学会認定）

成人病Ｃ

がん予防情報Ｃ

小児がん拠点病院

母子総Ｃ

（国指定）

市総合Ｃ

（国指定）

小児血液・がん学会専門医研修施設

阪大病院

（学会認定）

市大病院

（学会認定）

大阪赤十字病院

（学会認定）

大阪府小児がん連携ワーキンググループ
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大阪府がん診療連携協議会

事務局 ： 都道府県がん診療連携拠点病院（大阪府立成人病センター）

目 的 ： がん医療の向上を図るため、がん診療連携のあり方、

拠点病院の役割について審議

構 成 ： 国指定、府指定の拠点病院の病院管理者等

・協議会における取組状況の情報提供 

・企画作りのための意見提案 

・委員会、部会等における審議事項の 

 実現可能性等についての検討 



【２】   

 

 小児（１５歳未満）のがん種毎の実態把握と 

 今後の方向性について 



 （１）がん登録事業における小児がん患者の受療動向 

 （２）がん拠点病院における小児がん患者の受療動向 

【２】－１ 

大阪府における小児がんの受療状況まとめ

（2004‐2008年初診患者数*5／2004‐2008年大阪府の罹患数）

罹患数
初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％） 初診患者数 カバー率（％）

１）国・府がん拠点病院 269 96.4 62 93.9 119 93.7 73 93.6 73 98.6 15 93.6 10 90.9 20 83.3

①国拠点*6 190 68.1 47 71.2 88 69.3 57 73.1 52 70.3 9 56.3 4 36.4 5 20.8

②府拠点*7 79 28.3 15 22.7 31 24.4 16 20.5 21 28.4 6 37.5 6 54.6 15 62.5

２）その他 10 3.6 4 6.1 8 6.3 5 6.4 1 1.4 1 6.3 1 9.1 4 16.7

①府内 4 1.4 2 3.0 2 1.6 2 2.6 0 0 0 0 0 0 0 0

②府外 6 2.2 2 3.0 6 4.7 3 3.8 1 1.4 1 6.3 1 9.1 4 16.7

(再掲）小児がん拠点病院*8 113 40.5 26 39.4 46 36.2 31 39.7 50 67.6 10 62.5 6 54.6 19 79.2

(再掲）大阪府小児がんＷＧ*9 227 81.4 53 80.3 94 74.0 65 83.3 71 96.0 14 87.5 9 81.8 19 79.2

腎芽腫 肝芽腫 網膜芽腫

279 66 127 78 74 16 11 24

白血病*1 悪性リンパ腫*2 脳腫瘍*3 骨軟部腫瘍*4 神経芽腫

がん登録事業における小児（１５歳未満）がん患者の受療動向 

【本資料における用語の考え方】 
 
 初診・・・・「がん」と最初に診断した医療機関 

       診断について複数の医療機関から届出があった場合は、診断日が最古の医療機関で集計 
 
 主治療・・・ 手術（体腔鏡手術と内視鏡手術を含む）＞放射線治療＞ＴＡＥ＞エタノール注入 

         ＞レーザー治療＞化学療法＞ホルモン療法＞免疫療法 の順番で判定 

         なお、治療とは初回治療を意味し、初回治療情報の届け出がなかった場合は計上されない 



白血病　279名

悪性リンパ腫　66名

脳腫瘍　127名

骨軟部腫瘍　78名

神経芽腫　74名

腎芽腫　16名

肝芽腫　11名

網膜芽腫　24名

小児がん拠点, 40.5% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

40.9% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 15.0% 

がん拠点以外, 3.6% 
白血病　279名

小児がん拠点, 39.4% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

40.9% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 13.6% 

がん拠点以外, 6.1% 
悪性リンパ腫　66名

血液がん 

（参考）小児がん連携ワーキンググループ参加病院 

 （ワーキング参加病院は全てがん拠点病院に指定されている） 

 

大阪市立総合医療センター、大阪府立母子保健総合医療センター 

北野病院、大阪赤十字病院、国立病院機構大阪医療センター 

大阪市立大学医学部附属病院、大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、 

関西医科大学附属枚方病院、近畿大学医学部附属病院 

【２】－２ 

～ ２００４年－２００８年受療動向 ～ 

がん種毎における小児（１５歳未満）がん受療動向 ①血液がん  

拠点病院における初診等動向 



小児がん拠点, 36.2% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

37.8% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 19.7% 

がん拠点以外, 6.3% 脳腫瘍　127名

小児がん拠点, 39.7% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

43.6% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 10.3% 

がん拠点以外, 6.4% 骨軟部腫瘍　78名

脳腫瘍 骨軟部腫瘍 

（参考）小児がん連携ワーキンググループ参加病院 

 （ワーキング参加病院は全てがん拠点病院に指定されている） 

 

大阪市立総合医療センター、大阪府立母子保健総合医療センター 

北野病院、大阪赤十字病院、国立病院機構大阪医療センター 

大阪市立大学医学部附属病院、大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、 

関西医科大学附属枚方病院、近畿大学医学部附属病院 

【２】－３ 

～ ２００４年－２００８年受療動向 ～ 

がん種毎における小児（１５歳未満）がん受療動向  ②脳腫瘍、骨軟部腫瘍  

拠点病院における初診等動向 



小児がん拠点, 67.6% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

28.4% 

2.6% 

1.4% 神経芽腫　74名

小児がん拠点, 62.5% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

25.0% 

6.1% 6.4% 

腎芽腫　16名

小児がん拠点, 54.6% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

27.2% 

9.1% 9.1% 

肝芽腫　11名

小児がん拠点, 79.2% 4.1% 
がん拠点以外 

 16.7% 

網膜芽腫　24名

その他固形腫瘍 

（参考）小児がん連携ワーキンググループ参加病院 

 （ワーキング参加病院は全てがん拠点病院に指定されている） 
 

大阪市立総合医療センター、大阪府立母子保健総合医療センター 

北野病院、大阪赤十字病院、国立病院機構大阪医療センター 

大阪市立大学医学部附属病院、大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、 

関西医科大学附属枚方病院、近畿大学医学部附属病院 

【２】－４ 

～ ２００４年－２００８年受療動向 ～ 

がん種毎における小児（１５歳未満）がん受療動向  ③その他固形腫瘍 

拠点病院における初診等動向 



平成２４年度第１回小児がん部会（平成２４年７月４日開催） 

資料 ～公益財団法人 がんの子どもを守る会～  

    2011年7月～10月 小児がん患児家族に対する実態調査（全国） 

 

晩期合併症と思われるもの（複数回答可） 

大阪府立成人病センター大阪がん情報提供コーナーＨＰ 

【２】－５ 
療養環境の状況 及び 晩期合併症について 

 小児がん連携ワーキング病院の療養環境の状況  長期フォローアップについて 



第１フェーズ 

小児がん患者の初診提供体制 
小児がん患者へ出来る限り「早期に」「適切に」主治療が提供できる体制の確保 

【検討指標】 初診における患者受療動向 

小児がん拠点・ワーキング病院への更なる集約の推進 
拠点施設への症例数確保による治癒率の更なる向上と療養環境の向上 

【検討指標】 初診における患者受療動向（第1フェーズと同指標） 

小児がん拠点・ワーキング病院によるバックアップ体制の確保 
拠点施設による後送病院としての役割分担・連携体制の構築 

【検討指標】 がん登録情報をベースに治療カバー率を算出可能 

がんサバイバーの長期フォローアップ、晩期合併症対応 
主治療病院と、日常診療を担う地域医療機関との連携体制の構築 

【検討指標】 ※検討  

治療困難な方への対応 
小児がん拠点病院等による高度な医療の提供、ターミナルケアへの対応等 

【検討指標】 ※検討  

小児がん

拠点病院

（２病院）

小児がんＷＧ病院

（８病院）

※小児拠点病院除く

※いずれも「がん拠点病院」

がん

拠点病院

※国指定・府指定

がん

拠点病院

以外

患者

小児

拠点
ＷＧ

病院

患者 患者

小児拠点 ＷＧ病院 がん拠点
その

他

小児拠点

ＷＧ病院

小児がん診療病院

【初診・主治療】

【晩期合併症対応】

地域の病院・診療所

【主治療後の長期ﾌｫﾛｰ】

【日常診療】

地域

医療機関
小児拠点 ＷＧ病院

双方向連携

情報の共有

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
検
討
、
優
先
し
て
実
行
す
べ
き
課
題
の
検
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第２フェーズに、何に取り組むべきか 

がん種別に検討 

連携協議会 

小児・ＡＹＡ部会 

肝芽腫、網膜芽腫 

等の希少がん？ 

白血病、悪性リンパ腫？ 

【２】－６ 
小児（１５歳未満）がん医療提供体制の今後の方向性について 

緩和ケア病棟

在宅療養診療所

高度医療を

提供する施設

ＷＧ病院、がん拠点病院

による医療提供



【３】   

 

 ＡＹＡ世代のがん種毎の実態把握と 

 今後の方向性について 



大阪府におけるＡＹＡ世代のがんの部位別罹患数、罹患割合＜上皮内がんを除く＞　男女計、2004－2008年
部位 ICD-10 罹患数 割合（％）
全部位 C00-96 1,141 100
口腔・咽頭 C00-14 44 3.86
胃 C16 61 5.35
十二指腸 C17 2 0.18
大腸 C18-20 52 4.56
肝及び肝内胆管 C22 8 0.7
胆のう・胆管 C23-24 3 0.26
膵臓 C25 4 0.35
鼻腔、副鼻腔 C30-31 5 0.44
喉頭 C32 1 0.09
肺 C33-34 28 2.45
骨・関節 C40-41 40 3.51
結合織 C47+C49 37 3.24
皮膚 C43-44 21 1.84
乳 C50 63 5.52
子宮 C53-55 88 7.71
子宮頚部 C53 74 6.49
子宮体部 C54 13 1.14
卵巣 C56 80 7.01
精巣 C62 85 7.45 男性生殖器
腎・尿路 C64-66,C68 9 0.79
膀胱 C67 7 0.61
脳・中枢神経 C70-72 74 6.49
甲状腺 C73 103 9.03
その他内分泌系 C74-75 20 1.75
悪性リンパ腫 C81-85,C96 129 11.31
多発性骨髄腫 C88,C90 1 0.09
白血病 C91-95 141 12.36
その他・不明 35 3.07

女性生殖器

腎・尿路

消化器

呼吸器

骨・軟部

白血病
12%

悪性リンパ腫
11%

脳・中枢神経
6%

骨・軟部
7%

口腔・咽頭
4%

消化器
11%

呼吸器
3%

皮膚
2%

乳
6%

女性生殖器
15%

男性生殖器
7%

腎・尿路
1%

甲状腺
9%

その他内分泌系
2%

多発性骨髄腫
0%その他

3%

大阪府におけるＡＹＡ世代のがんの部位別罹患割合、2004－2008年

【３】－１ 
がん登録事業におけるＡＹＡ世代（１５歳～２９歳）がん患者の受療動向① 

 （１）がん登録事業におけるＡＹＡ世代のがんの罹患割合 ２－１ 

ＡＹＡ世代 
 思春期・若年成人をＡＹＡ（ adolescents   and  young  adults ）世代という一つの集団として捉えるようになっており、この世代に発生するがんの特徴が明らかになりつつある 

 すなわち、症例数が小児に比べ多いことや、疾患分布が他の世代とは異なること（成人がんがみられる一方、白血病、悪性リンパ腫の頻度が高い）、治療成績の進歩が乏しい

こと、就学や就職、費用など社会的な問題を抱えていることなどが指摘されている。 

                                                                  ～ 第３４回 近畿小児がん研究会 抄録より ～ 



大阪府におけるＡＹＡ世代のがんの部位別罹患数、罹患割合＜上皮内がんを除く＞　男女計、2004－2008年
部位 ICD-10 罹患数 割合（％）
全部位 C00-96 1,141 100
口腔・咽頭 C00-14 44 3.86
胃 C16 61 5.35
十二指腸 C17 2 0.18
大腸 C18-20 52 4.56
肝及び肝内胆管 C22 8 0.7
胆のう・胆管 C23-24 3 0.26
膵臓 C25 4 0.35
鼻腔、副鼻腔 C30-31 5 0.44
喉頭 C32 1 0.09
肺 C33-34 28 2.45
骨・関節 C40-41 40 3.51
結合織 C47+C49 37 3.24
皮膚 C43-44 21 1.84
乳 C50 63 5.52
子宮 C53-55 88 7.71
子宮頚部 C53 74 6.49
子宮体部 C54 13 1.14
卵巣 C56 80 7.01
精巣 C62 85 7.45 男性生殖器
腎・尿路 C64-66,C68 9 0.79
膀胱 C67 7 0.61
脳・中枢神経 C70-72 74 6.49
甲状腺 C73 103 9.03
その他内分泌系 C74-75 20 1.75
悪性リンパ腫 C81-85,C96 129 11.31
多発性骨髄腫 C88,C90 1 0.09
白血病 C91-95 141 12.36
その他・不明 35 3.07

女性生殖器

腎・尿路

消化器

呼吸器

骨・軟部

白血病
12%

悪性リンパ腫
11%

脳・中枢神経
6%

骨・軟部
7%

口腔・咽頭
4%

消化器
11%

呼吸器
3%

皮膚
2%

乳
6%

女性生殖器
15%

男性生殖器
7%

腎・尿路
1%

甲状腺
9%

その他内分泌系
2%

多発性骨髄腫
0%その他

3%

大阪府におけるＡＹＡ世代のがんの部位別罹患割合、2004－2008年

【３】－２ 

がん登録事業におけるＡＹＡ世代（１５歳～２９歳）がん患者の受療動向② 

 （１）がん登録事業におけるＡＹＡ世代のがんの罹患割合 ２－２ 

大阪府におけるＡＹＡ世代のがんの年齢階級別・部位別罹患数＜上皮内がんを除く＞ 男女計、2004－2008年 

年齢階級別の部位別罹患割合 

子どもに多いがんに罹患したＡＹＡ世代のがん種別年齢構成 



大阪府におけるAYA世代がんの受療状況まとめ

（2004‐2008年初診患者数*5／2004‐2008年大阪府の罹患数）

罹患数
初診患者数 カ バー率（％） 初診患者数 カ バー率（％） 初診患者数 カ バー率（％） 初診患者数 カ バー率（％）

１）国・府がん拠点病院 128 89.4 123 95.4 64 86.5 81 89.7

①国拠点*6 67 47.5 82 63.6 52 70.3 72 82.8

②府拠点*7 59 41.8 41 31.8 12 16.2 6 6.9

２）その他 15 10.6 6 4.7 10 13.5 9 10.3

①府内 8 5.7 4 3.1 8 10.8 6 6.9

②府外 7 4.9 2 1.6 2 2.7 3 3.4

（再掲）小児がん拠点病院*8 8 5.7 9 7.0 6 8.1 7 8.1

（再掲）大阪府小児がんＷＧ*9 62 44.0 68 52.7 38 51.4 36 41.4
*1　ICD10　C91-95
*2　ICD10　C81-85, C96
*3　ICD10　C70-C72 
*4　ICD10  C40-41, C47, C49
*5　診断について複数の医療機関から届出のあった場合は、診断日が最古の医療機関で集計。
*6　厚生労働省指定がん診療連携拠点病院　14施設　（2014年1月現在）
*7　大阪府指定がん診療拠点病院　            46施設　（2014年1月現在）

*8　厚生労働省指定小児がん拠点病院　       2施設　（2014年1月現在）
*9　大阪府小児がんＷＧ参加施設　             10施設　（2014年1月現在）

白血病*1 悪性リンパ腫*2 脳腫瘍*3 骨軟部腫瘍*4

141 129 74 87

がん登録事業におけるＡＹＡ世代（１５歳～２９歳）がん患者の受療動向③ 

 （２）がん拠点病院におけるＡＹＡ世代がん患者の受療動向 

【３】－３ 



ＡＹＡ世代

白血病　141名

悪性リンパ腫　129名

脳腫瘍　74名

骨軟部腫瘍　87名

小児がん拠点 

, 7.0% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

45.7% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 42.7% 

がん拠点以外, 4.6% 悪性リンパ腫　129名 罹患数は小児世代の195.5％ 

小児がん拠点 

, 8.1% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

43.3% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 35.1% 
がん拠点以外 

, 13.5% 

脳腫瘍　74名 罹患数は小児世代の58.3％ 

小児がん拠点 

, 8.1% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 
33.3% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 48.3% 
がん拠点以外 

, 10.3% 

骨軟部腫瘍　87名 罹患数は小児世代の111.5％ 

小児がん拠点 

, 5.7% 

ＷＧ参加病院 

（小児拠点以外）, 

38.3% 

がん拠点病院 

（ＷＧ以外）, 45.4% 
がん拠点以外 

, 10.6% 

白血病　141名 罹患数は小児世代の50.5％ 

（参考）小児がん連携ワーキンググループ参加病院 

 （ワーキング参加病院は全てがん拠点病院に指定されている） 

 

大阪市立総合医療センター、大阪府立母子保健総合医療センター 

北野病院、大阪赤十字病院、国立病院機構大阪医療センター 

大阪市立大学医学部附属病院、大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、 

関西医科大学附属枚方病院、近畿大学医学部附属病院 

～ ２００４年－２００８年受療動向 ～ 

子どもに多いがんに罹患したＡＹＡ世代のがん種毎における受療動向  

【３】－４ 

拠点病院における初診等動向 



ＡＹＡ世代のがん患者への療養環境の状況 

【３】－５ 



第１フェーズ 

ＡＹＡ世代のがん患者の初診提供体制 
出来る限り「早期に」「適切に」主治療が提供できる体制の確保 

小児プロトコルの方が適切な患者への対応 

【検討指標】 初診における患者受療動向 

【小児（１５歳未満）との受療動向の違い】 

◆小児がんの受療動向の傾向 

◆ＡＹＡ世代の受療動向の傾向 

小児がん

拠点病院

小児がんＷＧ病院

（８病院）
※小児拠点病院除く

※いずれも「がん拠点病院」

がん

拠点病院
※国指定・府指定

がん

拠点病院

以外

がん

拠点病院
※国指定・府指定

がん

拠点病院

以外

小児がん

ＷＧ病院

（８病院）

小児

拠点

病院

第２フェーズに、何に取り組むべきか 

がん種別に検討 

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
検
討
・優
先
し
て
実
行
す
べ
き
課
題
の
検
討 

がん拠点病院（ＷＧ以外） 

におけるＡＹＡ世代特有の 

課題・知識の浸透 

入院環境における配慮 
（患者年齢層等） 

精神的・社会的ケアの配慮 
（多種多様なニーズに対応できる 

 相談支援体制等） 

各診療科と小児関連科 

の相互連携 

自施設における小児プロトコ

ル適用等への検討 

大人の診療科における小児 

がん拠点病院等のバックアッ

プ 

体制の周知・浸透 

質の高い医療を 

提供できる 

施設への集約化 

がん拠点病院間における 

一定の集約化 
 

⇒標準治療体制の確保の向上 

連携協議会 

小児・ＡＹＡ部会 

ＡＹＡ世代におけるがん医療提供体制の今後の方向性について 
【３】－６ 

子どもに多い

がんに罹患し

たＡＹＡ世代

への対応 

医療水準の向上 

療養環境の向上 



【４】   

 

 情報把握と相談支援の 

 充実について 



大阪府立成人病センター大阪がん情報提供コーナーＨＰ 

【４】－１ ① 

相談支援・情報提供の実施状況について ① 

 （１）情報提供の状況 



大阪府立成人病センター大阪がん情報提供コーナーＨＰ 

【４】－２ ① 

相談支援・情報提供の実施状況について ② 



大阪府立成人病センター大阪がん情報提供コーナーＨＰ 

① 

相談支援・情報提供の実施状況について ③ 
【４】－３ 



【４】－４ ① 

相談支援・情報提供の今後の方向性 

第１フェーズ 第２フェーズ～ 

情報提供 
 

◆ がん情報の集約と発信 
  府立成人病Ｃ「がん情報提供コーナー」を検索すれば 

  大阪府内の成人がんも小児がんも全てここで情報の入手 

  が可能 

 

◆ 小児がん診療病院との情報連携 
  がん情報提供コーナーから、小児がん連携ワーキング病院 

  のＨＰへリンク 

   

相談支援 
 

◆ 患者支援窓口の設置と公表 
   小児がん連携ワーキング病院は、全て、国指定もしくは 

  府指定のがん拠点病院であるため、がん患者・家族のための 

  相談支援窓口を設置 

   当該窓口で小児がんについても相談対応 

 

◆ セカンドオピニオン対応できる 

  疾患の公表  

小児がんに関する情報を必要とする府民へ 

これらの取組の浸透と活用の促進 

府内の医療機関へのこれらの取組の浸透 
      ・がん拠点病院 

       ・地域の医療機関  など 

母子保健や児童福祉に携わる行政機関への 

これらの取組の周知 
  ・保健所、市町村保健センター 

  ・児童相談所（子ども家庭センター） など 


